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概要

現在、東北公益文科大学サークル SKIP[1] では、野鳥保護を目的として観察、調査等を

行っている。野鳥保護を目的とする背景として、現在、庄内地域では、「イヌワシ」といっ

た野鳥が酒田市の鳥に制定されており、また、イヌワシを始めとする希少な猛禽類の野鳥

が多く存在する。だがしかし、庄内地域では、猛禽類保護の重要性や多くの野鳥がいるこ

とについて、知っている方が少ないのが現状である。そのため、国指定最上川河口鳥獣保

護区区域等の野鳥調査等を行い、野鳥をエリアごとに、どのような野鳥がいるのかやどの

ような場所に野鳥がいるのかについて調べ、野鳥の生態が判断できる Web サイトの提案

を行う。
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第 1章

はじめに

本章では研究の背景と現状、目的について説明する。

1.1 背景

現在、庄内地域では、「イヌワシ」といった野鳥が酒田市の鳥に制定されており、また、

イヌワシを始めとする希少な猛禽類の野鳥が、多く存在する。野鳥が多く存在する理由

として、山形県レッドリスト (鳥類)[2]といった、県内の生息状況等を熟知する学識経験

者や、地元有識者で構成する「山形県レッドリスト等掲載種選定委員会（鳥類・昆虫類）」

が、絶滅のおそれのある野生生物の現状を明らかにし、県民の理解を広めるとともに、保

全対策や各種事業の環境影響評価等への基礎資料として活用することを目的として、策定

された内容では、庄内地域で確認される、コアジサシやヒバリ等を含む 60種が、絶滅危

惧種として選定されており、このことから、庄内地域では、希少な猛禽類の野鳥が、多く

存在していることが判断できる。庄内地域にある猛禽類保護センターでは、猛禽類を対象

に調査等を行っており、猛禽類の野鳥を保護する活動や、野鳥についての情報を庄内地域

に発信している。実際に、猛禽類鳥獣保護センター職員である長船氏と、2021年 5月 16

日、10月 26日にて対談を行った。その際に、猛禽類の野鳥の生息域や野鳥の情報等につ

いて知ることができる生息地図のようなものがあれば、イヌワシを始めとする希少な猛禽

類の野鳥の生息情報や保護がしやすくなるということが意見で挙げられた。そのため、本

研究では、野鳥の生息域がわかる地図やよりどのような場所に野鳥が生息しているのかを

判断できるWebサイトの構築を行う。
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1.2 現状

現状では、A-Frameを利用し、国指定最上川河口鳥獣保護区区域やスワンパーク等の、

実際に野鳥調査を行った場所のWebVRを作成した。図鑑では、JavaScriptライブラリ

を利用し、絞り込みを行い、目的に沿った野鳥を発見できるように作成を行っている。生

息地図では、実際に、野鳥調査を行った場所をエリアごとに分け、このエリアには、この

ような野鳥がいる、といった情報等を掲載できるようにと考えている。

1.3 目的

本研究の目的として、野鳥の生息域や生体情報について、知ることができる生息地図の

作成、生息域がどのような場所なのかを体験できるといった (鳥獣保護区区域のような、

日常では体験できない区域を体験できる)WebVRの作成、野鳥について深く知ることが

できる野鳥図鑑の作成が挙げられる。作成したWebサイトを猛禽類の野鳥保護のために

利用したり、バードウォッチングや野鳥について知りたいと考える方々に、利用してもら

うことも挙げられる。
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第 2章

先行事例や研究

第 1章では、背景や目的、研究内容を設定した。本章では、先行事例や研究の説明を行

い、どのような問題があるのかを示す。

2.1 避難訓練支援システムの構築

避難訓練支援システムの構築では、360°画像を用いて複数の危険性や複合的な被害状

況を提示し、避難訓練における被災状況の提示を大規模災害の状況に近づけることを目指

しており、先行研究の ES3を元に本研究における学習を支援するシステムとして改良し、

利用している。また、授業にてタブレットを利用し、研究を行った。課題として、YOGA

Table2では端末の傾き取得が失敗し、360°画像を見回す際に上手く動作しないケースが

発生した [3]。

2.2 時空間情報システムの構築

時空間情報システムの構築では、VRと ARを用いて地理・歴史教育等の分野において

利活用可能なシステムを構築することを目的としており、また、本システムは、SNS,Web-

GIS,ソーシャルメディアコンテンツ、ギャラリーによって構成され、Web-GISには VR、

ギャラリーには ARを用いている。しかし、PCからの閲覧のみを想定していたため、ア

クセス手段が少なくなってしまった。そのため、ArcGIS Web AppBuilder等の導入等を

行うことにより、携帯情報端末での閲覧を可能にすることが必要であることがわかった

[4]。
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2.2.1 VR

VR[5]とは、「Virtual Reality」の略称であり、日本では「仮想現実」と呼ばれる。ま

た、専用のゴーグルで人間の視界を覆うように 360°の映像を映すことで、実際にその空

間にいるような感覚を得られる技術である。VRは、映像を 360°見渡せるため、通常の

映像や画像よりも多くの情報を得られる。

2.2.2 AR

AR[6]とは、「Augmented Reality」の略称であり、一般的に「拡張現実」と呼ばれる。

また、実在する風景にバーチャルの視覚情報を重ねて表示することで、仮想的に拡張する

技術である。

2.2.3 SNS

SNS[7]とは、ソーシャルネットワーキングサービス（Social Networking Service）の

略称であり、また、登録された利用者同士が交流できるWebサイトの会員制サービスの

ことである。SNSは、友人同士や、同じ趣味を持つ人同士が集まったり、近隣地域の住民

が集まったりと、ある程度閉ざされた世界にすることで、密接な利用者間のコミュニケー

ションを可能にしている。

2.2.4 Web-GIS

Web-GISとは、Webをベースとした地理空間情報の共有および利用を実現し、業務を

支援する統合プラットフォームである。

2.2.5 ソーシャルメディアコンテンツ

ソーシャルメディアコンテンツとは、「情報の発信・共有・拡散」を繰り返すことによっ

てメディアとしての性質を持つようになったオンラインコンテンツの総称である。
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2.2.6 ギャラリー

ギャラリーとは、デジタルテキスト及びスライドショーといった、関連する詳細情報や

画像を利用者にわかりやすい形式で提供することである。

2.2.7 ArcGIS Web AppBuilder

ArcGIS Web AppBuilder[8]とは、コードを記述しなくても簡単にWebアプリを作成

できるアプリケーションのことである。

2.3 本研究の方向性

先行研究では、360°画像を用いて、避難訓練支援システムを構築したり、時空間情報

システムでは、VR機能を用いて、地理・歴史教育等の分野において、利活用可能なシス

テムを構築していった。だがしかし、避難訓練支援システムの構築では、端末の傾き修得

が失敗し、360°画像を見回す際に、動作しないケースが発生したり、時空間情報システ

ムの構築では、PCからの閲覧のみを想定していたため、アクセス手段が少なくなってし

まった。そのため、本研究では、庄内地域の希少種である猛禽類の野鳥を保護しやすく

するために、野鳥の生息地図を作成し、また、野鳥の生息する場所は、どのような場所で

あるのかについて、判断できるようなWebVR の作成を行う。野鳥の生息域を判断する

WebVRの構築では、動作しないケースやアクセス手段の限定が、起きないようにするた

めに、A-Frameを利用し、WebVRを構築する。加えて、図鑑を作成し、目的に沿って、

利用してもらう。以上から、生息地図、WebVR、図鑑のWebサイトを構築していく。
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第 3章

システムの提案

第二章では、先行事例や研究の説明及び、どのような問題があるのかについて示した。

また、問題点を踏まえ、本研究では、どのように解決していくのかについて、方向性を示

した。そのため、本章では、本研究が目指すシステムについて提案する。

3.1 本研究が目指すシステム

第二章では、先行事例や研究等を紹介した。しかし、VRを活用する際に、VRゴーグ

ルを利用する必要がある。そのため、本研究では、A-FrameといったWebVRフレーム

ワークを利用し、野鳥の生態を判断できるWebサイトを構築する。WebVRを活用する

理由として、Oculus Rift、PlayStation VR 等に比べ、マルチデバイスに対応している

ため、プラットフォームの壁を気にせずに、利用することができるといった、利点があ

るため、WebVR を活用し、野鳥の生態を判断できる、Web サイトを構築する。また、

Leaflet も使用する。Leaflet を使用する理由として、Leaflet は、地図上にマーカーを表

示したり、マーカーをカスタマイズする等のマッピング機能があるため、利用者に対して

のパフォーマンスの向上を図ることができることが可能である。そのため、多くの方々に

情報を共有することができる。また、自身が体験した際に、得た情報を記載し、共有する

ことが可能であるため、生態情報を充実させることが可能である。また、図鑑を作成し、

WebVR及び Leafletからより野鳥について情報を知りたい際に、利用してもらう。図鑑

を作成する上で、JavaScriptライブラリを利用しようと考えている。以上から、本研究で

は、WebVR及び Leaflet、JavaScriptライブラリを利用した図鑑を利用したWebサイト

を構築し、野鳥の生態についての情報を共有する。
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3.1.1 A-Frame

A-Frame[8]の特徴として、Javascriptなどの言語を使用しなくても、HTMLタグの文

章が、どのような構造になっているのかを、明確化するための作業を行うだけでシーン、

アニメーションを記述することができることである。A-Frameを利用した例として、以

下のものが挙げられる。

3.1.2 WebVR

Web ブラウザ上で VR を使える技術のことである。また、Oculus Rift、PlayStation

VR等に比べ、マルチデバイスに対応しているため、プラットフォームの壁を気にせずに

利用することができる。

3.1.2.1 Oculus Rift

Oculus Rift[9]とは、 Oculus社が開発・販売している世界で初めて家庭用向けに販売

された PC VRゴーグルのことである。

3.1.2.2 PlayStation VR

PlayStation VR[10]とは、PS4 と PlayStationCam-eraを組み合わせることで、バー

チャルリアリティを楽しむことができるデバイスソフトウェアを搭載している VR ゴー

グルのことである。

3.1.3 WebVRを活用する目的

WebVRを活用する目的として、野鳥の生息地それぞれに存在する野鳥の候補を絞るこ

とができる。また、uMapを利用した野鳥の生息地図を利用した際に、どのエリアにどの

ような野鳥がいるのかを判断することができるが、 WebVR を活用することで、野鳥が

生息しているエリアはどのような場所なのかについて知ることができ、具体的な生息域を

知ることができる。
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3.1.4 Leaflet

Leaflet[11]とは、Web地図の作成のための、オープンソースの JavaScriptライブラリ

である。また、Leafletの特徴として、全体のファイルサイズが軽いことや様々な地図表

現（マーカやタイル読み込み）ができることが挙げられる。

3.1.5 jQuery

jQuery[12]とは、JavaScriptライブラリである。jQueryを使用することで、シンプル

に JavaScriptを記述できるようになり、HTMLや CSSの操作に関するコードが多く含

まれており、これを使用することで、動的な表現を短いコードで簡単に実装できる。

3.1.6 javascriptライブラリを利用した図鑑作成

現在では、jQueryを利用し、リスト表示を絞り込む処理を実装している。また、複数

の項目で絞り込み検索をしている。複数の項目では、野鳥が見られる季節、野鳥が確認で

きる河口や農耕地等のエリア等を設定している。
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第 4章

今後の展望

本研究では、WebVR及び Leaflet、javascriptライブラリを利用し、野鳥の生態につい

てを詳しく判断できるようにした。しかし、WebVRでは、360°画像を利用したものの、

実際に生息する野鳥についてイメージしてもらうには、困難である。そのため、どのよう

な野鳥が生息しているのかについて、判断してもらう方法として、実物の野鳥に近い、図

や絵等を利用しようし、どのような野鳥が生息しているのかについて判断してもらおうと

考えている (図 4.1)。

Actor

uMap

WebVR 図鑑

図 4.1 Webサイトの利用方法 (WebVRと生息地図、図鑑の相互図)
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